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第1章 序論

【読 み聞かせ の定義】

読 み聞かせ:主 に大人が子 どもに対 して本 を読 んで聞 かせ る活動。

言語習得 の初 期段階 にお ける萌芽 的読 み書 き能力の発達 を促 す(Whitehurst&Lonigan,

1998)。

家庭 で本 に触れ ること自体 は生理的必然性 に ともな う行動 で はな く、親 の 自由な選 択 に任 されて い る。

【読 み聞 かせの実態】

家庭で の子 どもに対す る絵本 の読 み聞かせ は早期 か らよ く行 われてい る。

・家庭 での読み聞かせ:1歳6か 月時点で実施率910/o 、3歳 時点 で87%(堺 市立 中央図書館,2014)

・幼稚 園、保 育園、子 ども園な どの集団の場 での読 み聞かせ:90%以 上(広 島県立図書館,2013;旭 川市

中央図書館,2009)

【幼児期 の絵本の読み聞かせの効果について】

幼児期の絵本の読み聞かせ には、情緒面の効果 と認知面の効果が期待され、実証研究が数多 く行われて

いる。本研究は主に認知面の効果 に焦点を当て、関連する様々な研究を概観 した。

①語彙力、②物語理解、読解力、③言語運用能力、④学業成績、認知能力、⑤読書習慣、⑥ コミュニケ

ーション能力、⑦親の養育態度、⑧心の理論、⑨電子絵本

未就 学 児 に対 す る家庭 で の読 み聞 かせ の頻度 が、子 どもの語彙 力や読解 力 と相 関 す る こと(Bus,van

Ijzendoorn,&Pellegrini,1995)、 言語知識の乏 しい社会経済的地位 の低い子 どもたちに継続 して読 み聞 か

せ をす るこ とで、高い言語知識 の習得が可能 な こと(Purcell-Gates,etal.,1995)な ど、絵本 の読 み聞かせ

の もつ言 語面 での効果 は総 じて よ く示 され てい る。

一方 、幼 児期 の読 み聞 かせ習慣 と学業成績 との関連 な どが実証 されてい る(お 茶 の水 女子 大学,2014,

2018)も のの、言語 の領域 を超 える広範 な知的能力 に対 し、家庭 や集 団での読 み聞 かせが どの ような影

響 を与 えるか について実証的研 究 はほ とん どされていない。

・本研究の目的:幼 児期の読み聞かせが、子 どもの語彙力 と、ワーキングメモ リ能力に与える影響にっい

て実証的に検討す る。あわせて、幼児の萌芽的読書(一 人読み)に 対 し音声読み上げ絵本

を用いることの効果について も実証的に検討する。



第2章 言語発 達 と語彙獲得 の概 説

【言語発達 】

・ヴィゴッキー 「思考 と言語」:生 後1年 の子 どもか らは叫び声 や片言 な どが発せ られ るが
、情動的 な行

動形式 もし くは社会 的接触 の手段で あ り、思考 が発達 した結果 とは結 び付 いて

いない。しか し2歳 頃にな る と、「別 々に進 んできた思考 とこ とばの発達路線 が

交叉」す る転 換期が訪れ る。 この時期 に、周 囲にあるあ らゆ る物 につ いて、子

どもは積極 的 にその名前 を問 い、語 彙 を飛躍 的 に増大 させ る。

幼児期 の言語発達 が、多少 の不利 な環境要 因に関わ らず遺 伝的要因 に方向づ けられて起 こるとす る考 え

方 は根 強 い(レ ネバー グ,1974;内 田,1989,2017)。

・Gogtayeta1 .(2004):4歳 か ら21歳 で の脳 の灰 白質 の発達 の調査 。 まず低次 の体性感覚野 や視覚野

が発達 し、次 いで空間定位 や発話 、言語発達、注意 に関 わ る領 域が成熟 した後 で、

最 も遅れて よ り高次 な実行機 能 や運 動協応 に関わ る連合野 が発 達 してい くこ と

を明 らかに してい る。言語 に関連 す る領 域でい えば、前頭葉 と側頭葉 は、後頭葉

と頭頂葉 に比べ て発達 が遅 く、さ らに ウエル ニ ッケ野 を含 む上側頭 回後 部周辺 の

領域 が他 の連合野 と比べ て最 も発 達が遅い。

・Sowel1
,Thompson,Leonard,Welcome,Kan,&Toga(2004):5歳 か ら11歳 の45人 の子 どもを対象

に皮質の厚 さを測定。この期 間に有意 に密度 が増 す領域 は、言語 に関わ るブ ロー

カ野 とウェルニ ッケ野 にほぼ限定 されてお り、 これ らの脳部位 は1年 に約O .4～

1.5mmの 速度 で厚 さが増 していた。

一方で
、幼児期 の言語発達には環境からの影響 もまた大 きいと主張されている。

・酒井(2002):人 間 として言語を使 う素質 としての脳の基本的な構造は遺伝子によってつ くられるが
、

環境からの刺激 に対 してニューロンの活動が示すパターンによって脳 の回路が

改良されてい くため、遺伝子による形成 と環境 による改良の両方が重要である。

・若井(1979):2～4歳 の 「言語的敏感期」(言 語的臨界期)と しての 「言語形成期」において環境要

因はきわめて重要であ り、なかでも親子間の言語的関係の形成が不可欠で、親か

ら子どもに対する言語的刺激 と認知発達面の問 には密接な関係がある。

【言吾彙獲手尋】

語彙:複 数 の語 が意味 のネ ッ トワークに よってつなが って いる語 の リス ト(石 黒2016)。 日本語 の場合、

漢字や片仮 名や平仮名 で表 され る内容語(名 詞 ・動詞 ・形容詞 な ど)を 扱 う能力

が必要 となる。

言語発達 の さま ざまな側面 の中で も、環境 か らその語彙 を入 力す る親 の存在 が とりわけ重要視 され る。

・Carey(1978):平 均的 な知能 の1歳 半 か ら6歳 頃 まで は1日 平均9語 獲得 す る
。

・ミラー(1983):6歳 児 は1日 に約22語 を獲得 し
、1日 に約14の 語根(単 語 の意味 の基本 とな る部

分 で、それ以上分解不可 能な最小 の単位)を 獲得 して いる と推測 される。



第3章 ワーキングメモ リ

【ワーキ ングメモ リの概念 】

ワーキ ングメモ リ:高 次認 知活動 に必要 とされ る情報 の処理 と保持 を同時並 列的 に遂行す る作業 を担 う。

音韻 ループ(言 語性 ワーキ ングメモ リ)と 視空間性 スケ ッチパ ッ ド(視 空 間性 ワー

キ ングメモ リ)、 お よびそ れ らを制御 す る中央 実行 系 の3要 素 で構 成 されて い る

(Baddeley,1986)。

【乳幼児期 のワーキ ングメモ リの発達 と環境要 因】

ワーキングメモ リは生後6か 月頃か ら発達 す る とされ(小 泉,2010)、4・5歳 にな ると前頭前野 の発達

に よ りワー キングメモ リに必要 な情報 の保持 と処理 ・操作 の同時的処理 が可能 にな る(苧 阪,2008)。

脳 の発達 に は遺伝 的な要 因の影響が大 きい。 しか し同時 に、虐 待経験 が ワー キングメモ リの機 能不全 を

引 き起 こす ことも示 されてい る(Navalta,eta1。2006)。 生後、適切 な環 境要因が臨界齢 に与 え られ る こ

とが正常 な脳 の発達 を促す と考 えられ る(瀬 川,2010)。

【ワー キ ングメモ リ トレーニ ング】

これ まで は ワーキ ングメモ リ能力 は個人 ご とに固定的 な もの と考 え られて きたが、近年 は トレーニ ング

によって 向上 す る可能性 が研究 されてい る。む しろ、どの よ うな刺激 ・トレーニ ングに よって向上 す るか

が研究課題 とされ る。

・Klingberg ,eta1.(2002):ワ ーキ ングメモ リ トレーニ ングCogMedを 一定期 間(25日 間)実 施 した結果、

ワーキングメモ リ、認知機 能(知 能 ・読解〉の向上、不注意や多動行動 の改善。

・Thorell ,etaL(2008):近 遠 の転移効果の可 能性

ただ し、研 究方法 な どの点 か ら トレーニ ングの効果 を否定す る研 究者 もあ る(坪 見 ・斎藤 ・苧 阪 ・苧阪,

2019)。

【乳幼 児期 の ワーキ ングメモ リの発達 と学業成績 との関連 】

海外 の研 究で は、幼児 の言語獲得、読解力 や創造 的思考 、学習 や教 育な どにワー キングメモ リが関与 し

てい るこ とが明 らかになって い る。

・ア ロウ ェイ&ア ロウェイ(2013):幼 児期 の ワー キングメモ リ能力の個 人差が就学 後の学習活 動 に関連

す る。

・ギャザ コール&ア ロウェイ(2009):英 国 にお ける全 国統一 テス ト(6・7歳)の 成績上位 の子 どもたち

はワーキ ングメモ リ能力が高 く、成績下位 の子 どもたちはワー キ ングメモ

リ能力が低 か った。14歳 対 象の調査 の結果 も同様 であった。



第4章 乳幼児 期 の家庭 での読 み聞かせ とワーキ ングメモ リ能力 との関連性 一質問紙 調査一

[問題 ・目的]絵 本 の読 み聞かせ を乳幼児期 か ら継続 して受 けてい る子 どもは、 ワーキングメモ リ能力

が向上 す る可 能性 が あるのではないか と考 え、乳 幼児期 の家庭 での読 み聞かせ状況 と子 ど ものワーキ ン

グメモ リ能力 との関連 につ いて検 討 した。 この研 究 では、子 どもへ の実験課題 と親への質 問紙 調査 とを

同時 にお こな った。

[参加者]大 阪府N市 の私立保育 園4園 に通 う172名 の うち、発達障害該当者 を除 く164名(4歳 男

子28名 女子28名 、5歳 男子47名 女子35名 、6歳 男子11名 女子15名:性 別 は男子86名 女

子78名)で あ り、保護者 か らの質問紙 回答数 は137名(4歳 男子23名 女子27名,5歳 男子37名

女 子28名 、6歳 男 子9名 女子13名:男 子69名 女子68名)。

[認 知課題]リ ーデ ィ ングスパ ンテス ト:言 語性 ワーキ ングメモ リ能力 を測定す る課題

コル シブ ロックスパ ンテス ト:視 空 間性 ワー キングメモ リを測定 す る課題

数 字 スパ ン課題:言 語、音の短期 記憶 を測定 す る課題

WPPSI単 語定義課題 語彙 力 を測定 す る課題

[親 へ の質問紙調 査]家 庭 での読 み聞 かせ の状況(頻 度 、開始時期 、読 み手 な ど)、 本 の所持数、親 の

読書、養育態度 な どにつ いて尋 ねた。

[手 続 き]幼 児 への4課 題 は,個 別面談式 で一人 当た り約30分 間、各保育 園のフ リール ームで実施 し

た。保護者へ の質 問紙 調査 は、幼児の検査 の2週 間前 に配布 し、後 日各 クラスで 回収袋 に提 出 して もら

う方 法で回収 した。

[主 要な結果 ・考察]家 庭 での読 み聞かせが高…頻度 である子 どもは視空間性 ワー キングメモ リ能力 と言

語性短期記憶 、お よび語彙力 が高 い ことが明 らか になった(表1)。Mason&Sinha(1993)に よると、

発達 の初期 の段 階 では、絵 の理解 を言葉 が助 け る形 で物語 を理解 し、継 続 して言葉 を聞 き自分 で読み、

文 字 自体 を利用 す る ようにな ってい くようにな るとされ る。本研究 は4・5・6歳 児 が対象 であ り、絵

を見 てイメージ化 す る能力 を高 める段階 にあるた め、視空 間性 ワー キングメモ リ能力が 向上 し言語性 ワ

ー キ ングメモ リ能 力 の向上 が見 られなか った と考 え られ る
。ただ し、 ワーキ ングメモ リ合成 スパ ンで有

意 な差が見 られ た こ とか ら、 「毎 日」読 み聞かせ を して もらってい る子 どもは、 ワー キングメモ リ能力

が全般 的 に向上す る傾 向 にある と考 え られ る。

表1読 み聞かせ頻度4群 の課題 ごとの得点の平均(標 準偏差)

灘 渉 諮 妙卯 聯 数字一 単語定義

毎 日(16)

週x回(65)

月x回(43)

ほ とん ど

しない(13)

1.38

(0。66)

1,55

(053)

1.44

(0.67)

1.08

(0.73)

3,63

(0.72)

3,50

(0.85)

3.74

(0.81)

2.81

(0.83)

一〇.03

(1.60)

0.10

(1.63)

0.22

(1.73)

-1 .49

(1.76)

4.43

(0.91)

3.88

(0.92)

3.93

(0.81)

3.42

(0.95)

11、88

(4,15)

11.42

(3.90)

11.47

(4.18)

8,62

(2.99)



第5章 幼児期の集団および家庭 における絵本の読み聞かせ と認知能力

[問題 ・目的]第4章 の調査研究で読み聞かせ頻度 と認知能力の関連が一部示されたが、社会経済的地

位やそれによる親子間での心的なつなが りの形成など交絡する変数が多かったと考 えられる。 この問題

を踏まえて、第5章 では読み聞かせ自体が子 どもの認知能力を向上させるか否かを調べ る実験をおこな

った。また、施設で通常行われる集団読み聞かせ に、記憶の向上を意図した工夫(絵 本の反復使用、付

箋による記憶作業)を 加え、ワーキングメモ リや語彙力の向上が見られるかどうかも検討 した。

[参加者]大 阪府N市 の私立保育園2園 に通 う幼児38名 で、性別 は男子20名 、女子18名 であった。

実験開始時点で、反復あ り・付箋あ り群(男 子7名 、女子3名)は 平均5歳8カ 月、反復あ り ・付箋な

し群(男 子8名 、女子2名)は 平均5歳8カ 月、統制群(男 子5名 、女子13名)は 平均5歳9カ 月で

あった。

[読み聞かせ方法コ反復あ り・付箋あ り群:実 験者が部屋の前で椅子 に座 り、幼児は10名 を1グ ルー

プとして実験者を囲むように約1m離 れた絵本の絵 と文字、指示した箇所が見える位置で床に一列 に三

角座 りで読み聞かせを聴いた。まず、一つの本の読み聞かせの1日 目は、全体を最初か ら最後まで通 し

て読み聞かせをおこなった。その後2日 目～4日 目は、本に登場する一部の言葉に付箋を貼 って隠 して

おき、読み聞かせなが ら付箋で隠してある言葉(記 銘語)を 想起 していうように参加者 に促 した。1日

の読み聞かせの所要時間は約10分 であった。

反復あ り ・付箋なし群:反 復あり・付箋あ り群 と同一絵本を使用 し繰 り返し読み聞かせをおこなっ

た。異なっていたのは、記銘語がなかったことと、読み聞かせ中には参加者は発言せずに静かに聞いて

いたことであった。二つの実験群の読み聞かせは実験者がおこなった。

統制群:保 育担当者 による通常の読み聞かせを毎 日10分 程度実施 した。保育園文庫約300冊 と年長ク

ラス約20冊 か ら、保育者が無作為に選んで毎 日異なる本を読み聞かせし、同一絵本を続けて用いない

ようにした。読み聞かせはクラスの担任がおこなった。

[認知課題〕第4章 に同じ。

[親への質問紙調査]第4章 の質問紙から必要なもののみを抜粋 し、家庭での読み聞かせ頻度、親の読

書頻度などについて尋ねた。

[手続 き]ま ず、読み聞かせ開始前に、4種 類の認知課題測定を個別面談式で一人約30分 間、各保育

園のフリールーム内で実験者 と園児のみで実施 した。全員への認知課題が終了した後、集団読み聞かせ

の期間に移行 した。読み聞かせ期間終了後1週 間以内に認知課題 を実施 した。保護者への質問紙調査

は、参加者 に課題測定 を実施する2週 間前 におこなった。

[主要な結果 ・考察]今 回の読み聞かせ方法の工夫 に関しては、単語定義課題 において反復あ り ・付箋

あり群 と反復あり ・付箋なし群が、読み聞かせ実施前より読み聞かせ実施後の方が有意 に成績は高 く、

統制群ではそうした差は見られなかった(表2)。 家庭での読み聞かせが高頻度の子 どもについては、言

語性短期記憶が向上 し、言語性ワーキングメモ リ能力が向上す る可能性があることが明 らかになった。

反復 した絵本の提示によって,繰 り返 し登場す る言葉を覚えた り思い出したりするとい う記憶作業を促

す ことは、読み聞かせに関する先行研究(Morrow,1988)が 示すように語彙力の獲得につながると考 え

られる。

家庭での読 み聞かせ と集団読み聞かせの効果については、家庭で読み聞かせを高頻度で受けている子

どもにおいて、読み聞かせ後の言語性 ワーキングメモリの成績が伸 びていた(表3)。 この結果 は、日常



的な家庭での読み聞かせが認知能力の土台を形成 し、施設における集団での読み聞かせ との相乗効果に

よ り、言語性 ワーキングメモ リ能力の向上が達成 される可能性 を示唆している。

表2読 み聞かせ方法ごとの実施前後での認知課題 の平均(SD)お よび2要 因分散分析結果

リスニングスパン コル シプ ロツク 数字スパン 単語定義

実施タイミング 前 後 前 後 前 後 前 後

読み聞かせ方法

反復あり・付箋あり

反復あり・付箋なし

統制

1,80

(O,92)

1.65

(0.47)

1.69

(0.35)

2,00

(0.91)

1.95

(0.55)

1.88

(0.50)

4,15

(0.71)

4.00

(0.24)

3,86

(0.87)

4,80

(0.63)

4,35

(0.63)

4,52

(O.81)

4.04

(1.11)

4。15

(O,71)

4.19

(0,89)

4.60

(0.97)

4.30

(0.79)

4.44

(0.86)

19.40

(6,38)

19,10

(6.57)

17.00

(6.76)

25,20

(8.36)

23.10

(6.08)

17,17

(4.79)

主効果 ・交互作用(F)

読み聞かせ方法

実施タイミング

交互作用

0,13

7.99*

0.17

0.71

30.31*

0,99

0.05

11.40*

1.49

2.96†

16.59*

4,88*

*Pく05
,すP<.1

表3家 庭での読み聞かせ…頻度 ごとの実施前後での認知課題 の平均(SD)お よび2要 因分散分析結果

リスニングスパ ン コル シ ブ ロック 数字スパン 単語定義

実施タイミング 前 後 前 後 前 後 前 後

読み聞かせ頻度

高

低

1.772.27

(056)(0.68)

1.651.70

(0.47)(0.42)

4.054.77

(0.69)(0.85)

4.054.81

(0.37)(054)

4.634.90

(0.90)(0,78)

3.704.05

(0。79)(O.72)

21.9122.73

(5.13)(6.08)

13.3017。70

(7.18)(5.42)

主効果 ・交互作用(F)

読み聞かせ頻度

実施タイミング

交互作用

2.00

6.95*

2.97†

0.04

29.31*

0.64

12.77*

11.97*

0.03

5,78*

10.50*

0,41

*pく05
,† ρく.1

第6章 集団における新たな絵本 の読み聞かせ方法の開発 と認知能力の向上

と記銘語の割 り当ての効果について一

一同一絵本 の反復使用

[問 題 ・目的]第5章 の研究 で は、集 団での読 み聞かせの工夫 が認知能力の向上 につなが る可 能性 につ

いて一定 の根拠 を示す ことがで きたが、 ワーキ ングメモ リに及 ぼす効果 はご く一部 に限 られてお り、実



験計画上の問題 も残 されていた。 とくに、①読み聞かせ時の聞き手一人ひとりの関わ り方が薄 く、主体

的に取 り組めない子 どもがいた可能性があること、②絵本で記銘 ・想起 させ る言葉が長 く、覚えに くい

ものが含まれていたこと、③絵本 に登場す る語彙が どの程度記憶されたかを測定す る課題がなかったこ

と、④実験群 と統制群の絵本の読み手が異なっていた ことが問題点 として挙げられ る。第6章 では、 こ

れらを改善 した実験 を実施 した。

[参加者コ大阪府N市 の私立保育園1園(A園)と こども園(B園)に 通う幼児50名(A園:24名 、

B園31名)で 、性別は男子24名 、女子31名 であった。実験開始時点で、実験群(男 子11名 、女子

18名)、 統制群(男 子11名 、女子10名)と もに平均5歳3カ 月であった。

[読み聞かせ方法]基 本的な方法は第5章 の方法を踏まえていた。

実験群 ゴ第5章 の反復あり・付箋あり条件の方法と同様 に、同一絵本を3・4日 繰 り返 し読み聞かせ る

とともに、言葉の一部に付箋 を貼 り、その言葉の記銘 と想起を促 した。異なっていたのは、それぞれの

幼児に対 し、番号札の順に絵本中の言葉が記銘語 として一つ割 り当てる点であった。1回 目の読 み聞か

せでは、各記銘語はあらかじめ付箋を貼って隠されてお り、読み聞かせをしながら付箋がめ くられ、参

加者一人ひとり自分に割 り当てられた記銘語を記憶 した。2回 目の読み聞かせでは、付箋が貼 られた記

銘語の箇所 に来たとき、その語を割 り当てられた子 どもが想起 して口頭で報告するように促された。`子

どもがしばらく待っても想起できない場合 は読み手が教えゼ確認 した。3日 目は2日 目と同 じ方法で読

み聞かせをお こなったが、番号札を一つずつずらして、それぞれの子どもが2日 目とは違 う記銘語を記

憶するようにした。1日 目の読み聞かせの所要時間は約10分 間で、2・3日 の所要時間は約15分 間で

あった。

統制群:毎 日異なる本 を用いて、言葉の記銘を求めない通常の読み聞かせを約10分 間実施 した。使用

した絵本 は、1日 目は実験群 と同じもの、2・3日 目はそれぞれ異なる絵本であった。

[認知課題]第4、5章 と同じ4つ の認知課題に加え、以下の課題を実施した。

絵本単語説明課題:実 験 に使用 した絵本の記銘語の意味の記憶 を測定する課題

[親への質問紙調査]第4章 の質問紙から必要なもののみを抜粋 し、家庭での読み聞かせ頻度、親の読

書頻度などについて尋ねた。

[手続きコ まず、読み聞かせ開始前に一人約30分 間、上記の認知課題を実施 した。場所は各保育園の

フリールームで、実験者 と各幼児の個別面談式であった。全員への認知課題が終了した後、読み聞かせ

期間に移行 した。読み聞かせ期間終了後速やかに、上記 と同 じ方法で認知課題を実施 した。保護者への

質問紙調査 は、参加者に課題を実施す る2週 間前 にお こなった。

[主要な結果 ・考察]実 験群 と統制群の読み聞かせ前後の認知課題成績の変化を比較 した結果、実験群

で語彙力が顕著に向上 し、視空間性ワーキングメモ リ能力 と言語性短期記憶にも向上の可能性が示 され

た(表4)。 絵本に登場 した単語の説明課題でも実験群の成績は統制群 よりも向上 していたことから、今

回の読み聞かせが絵本内の語彙獲得を促 し、そのことで他の語彙獲得へとつながった可能性がある。

家庭での読 み聞かせについては、読み聞かせ方法 との交互作用 は有意でなかったものの、読み聞かせ

高頻度の子 どもが低頻度の子どもよりも、言語性短期記憶、言語性 ワーキングメモリ、語彙力な どで全

体的に上回っていた(表5)。 以上の結果から、同一絵本の反復読み聞かせにおいて,子 ども一人ひとり

が能動的に関わる形で絵本の中に登場する言葉を記憶することによって、語彙を獲得する基盤が形成さ

れることと、家庭での高頻度の読み聞かせが様々な認知能力の向上に役立っことが示された。



表4読 み聞かせ方法ごとの実施前後での認知課題の平均(SD>お よび2要 因分散分析結果

認知課題(全 体実施、ノ〉=50)

リスニングスパン コルシブロック 数字スパン 単語定義

絵本単語説明

(N=28)

実施タイミング 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

読み聞かせ方法

付箋あり

付箋なし

133

(0.60)

1.31

(058)

1.8831834.143.74

(0.58)(062)(030)(O,61)

1.713.623.673,81

(0.60)(0.65)(O.71)(0.77)

4,10

(0.63)

3.93

(0.69)

15.6223.6611.5618.22

(7。13)(6,30)(4.08)(539)

16.1917.38105011.70

(7.59)(7,61)(4,53)(3,83)

主効果・交互作用(F)

読み聞かせ方法

実施タイミング

交互作用

0,38

34,54*

O,82

5.22*

6,43*

3.46†

0,09

13.01*

3.32†

2,35

31.33*

17.24*

5.23*

29,76*

14,37*

注1)数 値は平均値 を、

注2)》 く05,tpく1

()内 の数値は標準偏差を示す

表5家 庭での読み聞かせ頻度ごとの実施前後での認知課題の平均(SD)お よび2要 因分散分析結果

認知課題(高群!》=16,低 群N=12)

リスニングスパン コルシブロック 数字スパン 単語定義

絵本単語説明

(高群 く1=7,

低群N=5)

実施タイミング 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

読み聞かせ頻度

高頻度

低頻度

1.50

(052)

1、04

(050)

2.063.844.094.06

(0.48)(0.81)(0.66)(0、51)

1.503、633.713、63

(0.48)(0.53)(0.54)(0.61)

4.38

(0.56)

3.83

(0.54)

19.1324,88132921.14

(8.25)(6.96)(4.47)(4.85)

125815508.6011,40

(6。46)(6.27)(4、45)(4.16)

主効果・交互作用(F)

読み聞かせ頻度

実施タイミング

交互作用

1186*

19.22*

0.20

1.66

3.09す

0.77

7.03*

6.31*

0.25

11.08*

ll.14*

1.19

8、99*

29,15*

6.56*

注1)数 値は平均値を、(

注2)》 く05,tpく1

)内 の数値は標準偏差を示す



第7章 就学前家庭での新たな絵本の萌芽的読書方法の開発 と認知能力の向上

による反復一人読みの効果について一

一音声読み上げ絵本

[問題 ・目的]第5、6章 では、集団での読 み聞かせ方法 を工夫す ることで ワーキ ングメモ リ能力 や語

彙力 の成績 が有意 に上昇す るか否か を実験 で検討 した。 その結果、同一絵本 の反復読 み聞かせや 、子 ど

も一人 ひ と りが能動的 に言葉 を記銘 し想起 す ることに よる語彙獲得 の促進や、家庭 での読 み聞 かせが、

語彙力 や言 語 的な短期記憶、 ワーキングメモ リ能力 の高 さを下 支 えしてい るこ とが示 された。 しか し、

本邦 の現 状 では、母親 の多忙 や、子 どもに自分 で読 ませて文字 を覚 えさせた い、子 どもが文字 を読 みだ

すな どの理 由か ら、4～5歳 頃か ら家庭で読み聞 かせがお こなわれ る頻度 は低下す る(ベ ネ ッセ教育総

合研究所,20ユ4)。 こうした状況 を踏 まえ、第7章 で は、家庭 で親が関与 しつつ子 どもが一人読み(萌 芽

的読書)を お こな う方法上の工夫 と認知能力への影 響 を検 討す る。具体 的には、 ワーキ ングメモ リ能力

や語 彙力 の向上 につなが り得 る萌芽 的読書 を促進 す るだめ、親 の最低 限の助力 で子 どもが絵本 に親 しむ

こ とがで きるよ うな、ボカ ・ペ ン(Voca-Pen:コ ム フレン ド社製)と 組み合わせた音声読み上 げ絵本 を

作成 し、 そ の認知能力に対す る効果を検証 した。

[参加者]京 都府F市 の私立幼稚園1園(A園)と 大阪府N市 の私立保育 園1園(B園)、 お よび大阪

府N市 での一般募集 に応募 のあった幼 児40名(実 験群23名 、統制群17名)で 、 内訳 はA園16名

(実験群8名 、統制群8名)、B園9名(統 制群9名)、 一般募集i群15名(実 験i群15名)で あ った。性

別 は男子23名 、女子17名 であった。実験開始時点 で、ボカ ・ペ ン絵本使用 の実験群(男 子15名 、女

子8名)は 平均5歳8カ 月、ボカ ・ペ ン絵本不使用 の統制群(男 子8名 、女子9名)は 平均5歳4カ 月

であ った。

[家庭 で の絵本活動]今 回作 成 した3冊 の音声読 み上 げ絵本 を使 い、ボ カ ・ペ ンと組み合 わせ て各家 庭

で絵 本活動 を実施 して もらった。一冊 の絵本 は、前半パ ー トと後半パー トの二部構 成 にな っていた。前

半パー トは読 み聞かせ可能 な普通 の物語絵本 と同 じ体裁 となってお り、1ペ ー ジにつ き1語 、下線で示

した ターゲ ッ ト語(覚 え る言葉)が 含 まれていた。後半 パー トは前半パ ー トとほぼ同内容で あったが、

音声が再生 され るシールが貼付 されていた点 と、前半 パー トで指定 され たニターゲ ッ ト語 の箇所 が空欄 と

な って いた点が異な っていた。音声 と して は、ペ ージの文 章 を読み上 げ るもの と、 ターゲ ッ ト語 のみを

読 み上 げ るもの、お よび絵 の中に描かれてい るターゲ ット語以外の一部 のキ ャラクターや物 を読 み上 げ

るものが あった。 いずれ も別 々のシールが割 り当て られてお り、ボ カ ・ペ ンでタ ッチす ることに よって

対応す る音声 が再生 された。ボカ ・ペ ン絵本 の読 み上 げ音声 は、京都府 立大学 の女 子学生が読 み上 げた

ものを録 音 した。

三冊 の絵本 を読 む順序 は、各家庭で 自由に決定 した。 ある絵本 を最初 に読 む際 は、 まず保護者 が絵 本

の前半 パ ー トを、 お話 の世界 に入れ るよう交流 しな が ら読 み聞 かせ を して いった。 その とき、 下線 を引

いてあ るターゲ ッ ト語 に着 目 して記憶す るよう保 護者 が子 どもに促 した。次 に、後半パ ー トに進 み、子

どもがボ カ ・ペ ンを使用 しなが らシールにタ ッチ し一 人で読 んでい く行為 を保護者 が助 けなが ら読 み進

めた。後半パ ー トの空欄 に対 して は、 前半パー トで記憶 した ターゲ ッ ト語 を想起 し声 に出 して言 った

後、 それ が正 確で あったか否か をボカ ・ペ ンで シール にタ ッチ して音声 で確認 した。ターゲ ッ ト語 を想

起 で きなか った場合 も、 同様 に音声 を再生 して記憶 す るよ うに した。保護者 と一緒 にひ と通 り絵本 を読

み終 えた ら、 徐々 に子 ども一人で絵 本 を楽 しみ、 また ターゲ ッ ト語 を覚 えるよ うに した。 この活動 に1



日約10分 間取 り組み、同一絵本を繰 り返 し使用 しつつ、ターゲ ット語を記憶 したら次の絵本 に進むよ

うに依頼 した。

[認知課題]第4章 に同じ。

[親への質問紙調査コ第4章 の質問紙か ら必要なもののみを抜粋 し、家庭での読み聞かせ頻度、親の読

書頻度などについて尋ねた。

[手続き]実 験群 には、絵本活動実施前に各参加者 に4種 類 の認知課題測定をおこなった。課題測定の

所要時間は一人約30分 間であった。A園 では、園内のフリールームで実験者 と参加者が個別面談形式

で、一般募集群については実験者自宅の一室にて、実験者 と参加者が個別面談式で認知課題測定をおこ

なった。実験群 はその後約1カ 月、家庭での絵本活動 を実施 した。絵本活動実施後、それぞれの実験群

に関 し、先 と同 じ場所 と方法で認知課題測定をおこなった。統制群 も同 じ期間を空 けて二度 の認知課題

測定 を受けたが、 こうした絵本活動をせず に、通常通 りに生活 した。

なお、保護者への質問紙調査は参加者 に認知課題測定をおこな う前 に回答 してもらった。ボカ ・ペ ン

による家庭での絵本活動の記録用紙 は、期間終了後の装置返却時に回収 した。

[主要な結果 ・考察]視 空間ワーキングメモリと語彙力に関 し、絵本活動をおこなった実験群の方が統

制群 よりも向上が見 られた(表6)。 これは、ボカ ・ペ ンを使用 して同一絵本を何度 も読む際に、空間的

なタ ッチ と言葉、絵 の場所の記憶 の処理を多 くおこない、子 どもが能動的に言葉を記銘 し想起するよう

促 した工夫の成果であると考 えられる。一方で、言語性 ワーキングメモリと言語性短期記憶の向上は見

られなかったため、こうした能力の使用 と向上を促す活動の工夫 に関 して今後検討する必要がある。

また、今回のボカ ・ペンと創作絵本に対する子 どもの反応を保護者に記述 してもらった結果からは、

子 どもにとってのボカ ・ペンの使いやすさや楽 しさが多 く挙げられた(表7)。 また、文字が読めない子

と保護者 にとって、音声再生や絵の存在が助けになったとの感想があった。得 られた反応はいずれも肯

定的なものであった。一方、文字が読める子や年齢の高い子にとっては合わなかったとの回答 も少数で

あるが得 られた。総 じて、今回作成 した音声読み上げ絵本は、幼児期の家庭での一人読 み(萌 芽的読

書)を 助 け、認知能力の向上に資するもの と考えられ る。

表6絵 本活動の有無 と実施前後での認知課題の平均(SD)お よび2要 因分散分析結果

リスニングスパ ン コル シ ブロック 数字スパン 単語定義

実施タイミング 前 後 前 後 前 後 前 後

絵本活動

絵本活動あり

絵本活動なし

1.761.98

(0.65)(0.70)

1.761.85

(0.53)(0.55)

4.154.39

(O,53)(0.60)

4.003.85

(0,40)(0,46)

4.◎94.41

(α87)(0.93)

4.324,59

(0.79)(0。64)

18,0420.87

(7.47)(7.52)'

21.6521.53

(4.49)(5,26)

主効果 ・交互作用(F)

絵本活動の有無

実施タイミング

交互作用

0.10

4.93*

0.88

5.31*

0.46

8.13*

0.66

13.15*

0,14

Ll4

4.95*

5.84*

*P〈.05



表7ボ カ ・ペンと創作絵本 についての保護者の反応

ボカ・ペ ンについて

◇ボカ・ペンの使いやすさ(8)
ボカ・ペンの使い方をすぐ理解して使いこなした/一 人でも使いやすく上手に読めるようになった/

操作が簡単でOFF/ONの ボタンなど子どもにもわかりやすかった/軽 くて持ちやすい形状で子ども

でもあつかいやすかった

◇ボカ・ペンの楽しさ(8)

興味津 々で楽しそうにタッチして読んでいた/音 声が出て楽しんで絵本に向き合っていた/遊 びや

ゲームが大好きな子どもはタッチに興味をもって継続してした/興 味を持ち覚えるまでした/入 学

前の子ども達が楽しめる

◇文字が読めない子の活用(3)

タッチすると全文を読んでくれるのでありがたかった/タ ッチする動きが楽しく文字が読めなくても絵

を見ながら絵本を読むことができた/最 初一緒に読んでいくのは大変だったが、1人でできるように

なると楽だった

◇その他

ボカ・ペンのことは聞いたことがあるが、初めてペンを使い感動した/咳 が出て読むことが無理な親

にとって読んでくれる機能はとてもありがたい/音 声のイントネーションをまねして、上手に読めるよう

になった

創作絵本を使った活動について

◆本の内容にっいて(6)

内容がしっかりしており何度も読み返し楽しんでいた/わ かりやすい言葉が多く子どもが理解しやす

かった/内 容がおもしろく気に入って読んでいた/3冊 とも「おもしろい」内容でどんどんお話の中に

入り込んでいきとても楽しんでいた/比 較的短い絵本だったのですぐ記憶した/男 女を問わずに読

める内容だった

◆本の題材への関心度(4)

子どもの好きな動物や食べ物が題材で興味を持って読んだ/内 容からクジラを見たい、ケーキを

作ってみたいと想像を膨らましていた/絵 コンテがやわらかくかわいく興味を示していった
◆後半パL-一・・トの活用について(4)

クイズ感覚で言葉を覚えた/タ ッチペンのお陰で 自分一人でも読む習慣がついた/線 の引いてある

言葉を何回か読み覚えて全部言えたとき「やった一」と喜んでいた/内 容を覚えてボカ・ペンで確認

するのが楽しかった

◇子どもの成長について(8)

音読が楽しいようで「聞いててな!」と言って毎 日上手に読んでいた/空 白になっている部分もすぐ

覚え、自分で言って音声で確認してはどんどん進めていった/言 葉に興味を持つようになり知らな
い言葉は「何?」と聞くようになった/下 線の部分をしっかり覚え自信につながった/1回 の時間は

短いけれど、3冊とも記憶できていることに驚いた/最 初は読み聞かせが中心だったが後半は自分

で読めるようになった/読 むことができるようになると自ら読むようになった/本 があっても一人で読

むことはなかったが、自分で読むようになりほぼ毎 日読み読む習慣がっいた/新 しい単語をいくつも

覚えることができた

◆内容の不適合(2)

文字を読むことができ本が読める子どもは長い話を自分で読む方が楽しい/内 容にあまり興味を示

さなかった

◆文章量の不足(1)

6歳 が読む本ならもう少し長いお話が良かった。

◇その他

意欲をもって取り組み全部覚えられた/読 みやすい本で3冊 とも完壁に記憶することができボカ・ペ

ンを使って記憶するのは良い/記 憶するのによいアイデアである/遊 びから自分で本を読むために

使うようになった/全 文を読むところをタッチして「。」「、」の間の取り方を聞いていた/親 の読み聞か

せも必要だが自分の好きなように読めるのも良い

注:カ ッコ内の数字は回答のあった人数



第8章 総合考察

【総合考察】

第8章 では、第4章 か ら第7章 の実証研究の成果 をまとめ、絵本の読み聞かせ と萌芽的読書の効果や

可能性に関して、教育問題や脳の発達 とも関連 させながら論 じた。本研究の問題点や限界 を説明 し、今

後の課題について展望するとともに、家庭や施設で本研究の成果を取 り入れることについての提言をお

こなった。

【家庭での読み聞かせと認知能力】

家庭での読み聞かせ についてのデータを取 った第4章 の調査研究 と、第5、6章 の介入実験研究を通

じ、家庭での読み聞かせ頻度の高い子 どもは低い子 どもよりも語彙力を測定する単語定義課題の成績が

上回っているとの結果が一貫 して得 られた。 こうした結果 は、家庭での読み聞かせの効果に関 してメタ

分析を実施 した先行研究(Bus,vanIjzendoom,&Pellegrini,1995)に 合致するものである。幼児期の家

庭 において親 による読み聞かせを高頻度で受けることにより、幼児の語彙力が向上する可能性は非常に

高いと考 えてよいだろう。

言語、音韻の短期記憶 に関しても家庭での読み聞かせ頻度の高い子 どもは低い子どもよりも短期記憶

課題である数字スパ ンの成績が一貫 して高かった。言語性の短期記憶 としても扱われる。家庭で受ける

読み聞かせの中で言葉を記憶することが、長期的な語彙の形成につながるだけでな く、言語性の短期記

憶能力を向上 させ る効果ももつものと推測され る。

ワーキングメモ リに関 しては、言語性 よりも視空間性において、家庭での読み聞かせ頻度 との関連が

よく見られた。 こうした結果のばらつきは、家庭での読み聞かせ方法の違いによるところもあると考え

られる。第5章 では、家庭での読み聞かせ高頻度群 において、単語の想起を促す集団での読み聞かせ介

入の前後で言語性 ワーキングメモ リに向上が見 られた。また、第7章 で視空間への注意を促すタ ッチ行

為 を含む一人読みで視空間性ワーキングメモ リに向上が見 られた。読み聞かせの方法 と頻度 により、家

庭での読み聞かせがワーキングメモリによい影響を及ぼす可能性はあるのではないか。

【集 団での読 み聞 かせ と認知能力】

第5、6章 で は、集 団での読 みかせ において、同一絵 本 を反復使用す ることや絵本 内の言 葉 の記憶 を

促す ことで各種 の認知能力 が向上す る ことが示 唆 された。 また、家庭で の高頻度 の読 み聞かせで語彙や

記憶 の土 台が で きて いる子 どもは、 ワー キ ングメモ リに読 み聞かせの効 果が及ぶ可能性 も示 された。幼

稚 園教育要領(2018)で は、 「絵本 や物語 に親 しんだ り、言葉遊 びな どを した りす ることを通 して、言

葉 が豊か になる」 とされてい るが、保 育園や幼稚園 でお こなわれ る読 み聞かせ は、 た とえ集 団であ った

と して も、言語能力 に限 らず認知面 での効果 を有す る と考 え られ る。 ただ し、集団での読み聞 かせ に よ

って一律 に言語性 ワーキ ングメモ リを直接 向上 させ る ことはかな り困難 だ と考 えられ る。そ の うえで、

関連 す る長期記憶 を身 につ け ることで ワーキ ングメモ リ能力が 向上 し得 ることも指摘 されてい る こと

(坪見 ・斎藤 ・苧 阪 ・苧阪,2019)か ら、集団 での読 み聞かせ によ り豊 富な語彙 を身 につけ るな ど、間

接 的 に言語性 ワー キングメモ リによい効果 を及 ぼす取 り組 みは十分 に可 能である。

言語性短期 記憶 について は、一人 ひ と りに短 いモ ーラ数 の記銘語 を割 り当てる工夫 によって高 い効果

が得 られた ことか ら、子 ども達 の レデ ィネスにあ った水 準 の課題 を設定す ることが、記憶 の プ ロセスを



能動的に働 かせ ることにつながると推測される。集団での読み聞かせで、 さまざまな性格や能力をもっ

た幼児たちに等 しく能動的な関与を促すことは容易ではないが、同一絵本を繰 り返 し用いる場合や、一

つの絵本の中でも同じ言葉が繰 り返 し登場する場合な どに、本研究で開発した付箋を貼って隠す方法 を

用いることで、幼 児が積極的に記銘 ・想起の取 り組むきっかけ作 りが可能になる。

【家庭での萌芽的読書 と認知能力】

本研究では視空間性ワーキングメモ リ能力と語彙力の向上が見られ、言語性ワーキングメモ リ能力と

言語性短期記憶の向上は見られないとの結果 になった。語彙力に関しては、大人による読み聞かせと同

様 に、一人読みであっても、同一絵本を繰 り返 し読みなが ら耳からの音声を聞 くこと通 して語彙獲得が

可能になったものと考えられる。今回の研究では音声のない状態で絵本 を一人読みしてもらう群 を設 け

なかったので音声読み上げが どの程度効果を有 していたかは明確に示せないが、文字を十分に読 めない

年齢の幼児が音声なしに語彙獲得ができるとは考えにくいため、 こうした機能をもつ装置は一人読みで

の語彙獲i得に有用なのではないか。視空間性ワーキングメモリ能力に関 して も、ボカ ・ペンを使用 し

て、目と手で想起する場所 に着目してボカ ・ペンをタッチすることを繰 り返 した ことが向上につながっ

たと考えられる。

一方で、言語性短期記憶 と言語性ワーキングメモ リ能力に関しては、一人読みで向上を促す ことは難

しい可能性がある。一入読みで言語1青報の記憶作業 を反復 してその能力 を向上させることは難 しい と考

えられるため、一人読みの間や後などに、親が簡単 にで も絵本の内容に関 して問いかけ、言語的な反応

を引き出す ようなや り取 りが言語性の記憶向上には必要なのではないか。

【本研究の意義】

本研究の学術的な意義 は、集団での読み聞かせ とその工夫、および家庭での読み聞かせがワーキング

メモ リ能力 を含む認知能力の向上に及ぼす影響 にっいて実証的に検討 したことである。加えて、本研究

は昨今の教育問題 に関連して社会的な意義 も有 していると考 えられる。小学校 に入学 したばか りの1年

生が椅子 に座って黙って授業 を受けることができない、集団行動ができないなどの問題が取 り沙汰され

る 「小1プ ロムレム」(苫 野,2019)や 、中学生や高校生の学力が低下 し 「教育困難校」といわれてい

る高校の入学者のおよそ3分 の1は 小中学校段階の知識の半分も獲i得できていない(朝 比奈,2019)と

いった問題 は、学習の出発点である小学校入学よりも前の時点に不利が存在することを示 している。ギ

ャザコール&ア ロウェイ(2008)の 研究などを踏まえれば、ワーキングメモ リはそ うした不利 をもたら

す最大の要因のひとつ と考えられ、その解消のために、家庭だけでな く、保育園 ・幼稚園における集団

での読み聞かせ も含めて認知面に対する効果が広 く知 られるようになれば、社会全体の意識や取 り組み

方 も変わって くるのではないかと思われる。本研究がその一助になることを期待 したい。

【本研究の問題点と今後の展望】

実証研究 における方法上の問題点 として、①研究協力者 ・協力園の募集、②統制群の設定、③介入の

内容、④認知課題の測定方法が挙げられる。

最後 に、本研究の成果を家庭や施設に取 り入れる際の具体的な方法についてもまとめておきたい。認

知能力の向上を期待する読み聞かせの場合には、ただ読み聞かせをして楽 しむだけではな く、働 きかけ



る認知能力をある程度想定 して、意図的な読み方をすることでより高い効果が期待できる。家庭での読

み聞かせは、幼児期の早い時期か ら、毎日もしくは週3日 以上 くらいの高い頻度でおこなうことと、子

どもが気 に入 って読みたがる本を何 日か続 けて繰 り返 し使用することが望ましい。 こうした子 どもの意

志を尊重することが読み聞かせの継続 につながるだけでなく、原復による認知面への効果 も期待するこ

とができる。早期 には絵 を中心に楽 しむことが視空間性ワーキングメモ リに、登場する言葉 を読み上げ

て説明す ることが語彙力や文字への注意に、やがてページの前後で言葉の記銘や想起を促すことが言語

性 ワーキングメモ リにそれぞれ働きかけ、 こうした能力の向上 に資するものと考えられる。

保育園、幼稚園な どでの集団での読み聞かせについては、幼児の興味を削がないように毎 日異なる絵

本を読むのが一般的だと思われる。ただ、そ うした読み聞かせの際に、複数の絵本を扱 うようにして、

その中に同 じ一冊の本 を取 り上げて計画的に3・4日 繰 り返 し読むことを提案 したい。その際に絵本の

言葉の記憶 を促す ことは、同一絵本の反復使用 を自然に受け入れる仕掛けとしても機能 している。読み

聞かせの前 に該当箇所に付箋 を貼 ってお くだけで あ り、読み手の負担も小 さいため、ぜひ取 り入れてほ

しい工夫である。ただ し、一人ひとりに記銘語 を割 り当てる場合は幼児が答えられなかった場合 にす ぐ

に正解 を示 してケアしてあげることが大事である。どんな子でも毎回完全に記憶できる訳ではないの

で、不正解だったことで読み聞かせ自体への興味を失 ってしま うことは避 けねばならない。

本研究 に続き、幼児期 の読み聞かせ と萌芽的読書のもつさまざまな効果について実証的に研究がなさ

れ、 こうした活動 と認知能力の発達 に関 して解明が進むことを期待 したい。 さらに、読み聞かせ と萌芽

的読書の効果 に対する認識が広ま り、家庭や施設 の中でそうした活動や工夫が継続され、小学校以降の

さまざまな学びに悩む子 どもが少 しでも減 ることを願 い、本研究の結び とする。
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